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Corona Australis分子雲 (CrA)は最近傍 (d = 149 pc)の小質量星団形成領域として知られている。我々はこの
分子雲の高密度領域をALMA ACAで観測し、C18O輝線と SO輝線において幅 1000AU程度のフィラメント (以
下、featherと言う)を検出した (深谷他 2023年春季年会)。それらの線質量が critical line massよりも小さかっ
たことから一時的な構造であると考えられ、これらの構造やこの領域における星形成の起源について議論するた
め衝突流によるフィラメント形成MHDシミュレーション（安部他 2023年春季年会）との比較を行った。
シミュレーションから作成された柱密度マップでは幅∼0.06 pcの太いフィラメントの周りに幅∼0.005 pc (∼1000

AU)の細いフィラメント (以下、feather-like構造と言う)が再現された。速度場の解析から両極性拡散とスロー
ショック不安定性によって弾丸状構造の運動が駆動され、そのシアー流が feather-like構造を形成していることが
わかった。feather-like構造は広がった構造内の高柱密度の領域である点や、一時的な構造という特徴が feather
と共通している。CrAはH iシェルの縁に存在し、シェルの動径方向に速度勾配が見られること、ショックトレー
サーの SO輝線が検出されていることから衝撃波の存在が示唆される。また、高密度フィラメントに埋め込まれ
た最も線質量の大きな featherには 1000AU間隔で原始星が付随していた。一方、付随する星の固有運動はシェ
ルの動径方向に揃っていた。これらの事実から、シェルの膨張に起因するガスの運動や継続的な降着が分子雲内
部に運動する弾丸状構造を形成し、それらがフィラメントと衝突することで星団が形成されたとの説を提案する。


